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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用環境の改善が続いたものの、円高の進行などから企業

収益の改善に足踏みが見られ、個人消費の低迷が続きました。世界経済においても、中国をはじめとする新興国の

経済成長の鈍化、英国のＥＵ離脱問題の影響が懸念されるなど、不安定な状況がみられ、景気は依然として先行き

不透明な状況で推移いたしました。

このような環境下、当第２四半期連結累計期間においては、主力事業であります防護服・環境資機材事業におい

ては、増収増益となりましたが、たたみ資材事業、アパレル資材事業においては、引き続き減収傾向にあるため、

営業体制の見直しを行い、利益確保に注力しました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,322百万円

（前年同四半期比6.1％減）、営業利益は35百万円（前年同四半期は営業損失58百万円）、経常利益は39百万円（前

年同四半期は経常損失54百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は26百万円（前年同四半期比58.1％増）と

なり減収増益となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

防護服・環境資機材事業におきましては、当社の強みであるタイベック®防護服を新たな成長軌道に乗せるべく、

防護服が使われる様々な分野におきまして、販売に注力してまいりました。この結果、売上高は1,904百万円（前年

同四半期比2.7％増）、セグメント利益（営業利益）は124百万円（前年同四半期比22.5％増）となり、増収増益と

なりました。

たたみ資材事業におきましては、引き続き需要の低迷が続いているため、当連結会計年度初めより営業体制の見

直しを行い、利益確保に注力しました。その結果、売上高は647百万円（前年同四半期比9.6％減）でしたが、セグ

メント利益（営業利益）は22百万円（前年同四半期比58.7％増）となり、減収増益となりました。

アパレル資材事業におきましては、一部取引先の大幅減産の影響もあり減収を余儀なくされましたが、たたみ資

材事業同様に、当連結会計年度初めより営業体制の見直しを行い、利益確保に注力しました。それにより売上高は

1,484百万円（前年同四半期比8.0％減）、セグメント利益（営業利益）は82百万円（前年同四半期比36.9％増）と

なり、減収増益となりました。

なお、報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用は、172百万円であります。

（注）「タイベック®」は、米国デュポン社の登録商標です。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.4％増加し、5,817百万円となりました。これは、主として受取手形及

び売掛金が237百万円増加、商品及び製品が198百万円増加、差入保証金が80百万円増加し、現金及び預金が406百万

円減少したためであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.0％減少し、1,933百万円となりました。これは、主として減価償却等

により有形固定資産が36百万円減少したためであります。

この結果総資産は、前連結会計年度末に比べて40百万円増加し、7,750百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて11.9％増加し、2,132百万円となりました。これは、主として支払手形及

び買掛金が188百万円増加したためであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて14.8％減少し、535百万円となりました。これは、主として社債が40百万

円減少、長期借入金が37百万円減少したためであります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.8％減少し、5,083百万円となりました。これは、主として配当等で

利益剰余金が31百万円減少、為替換算調整勘定が49百万円減少したためであります。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

406百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には1,018百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、220百万円（前年同四半期は、302百万円の支出）となりました。支出の主な

内訳は、売上債権の増加282百万円、たな卸資産の増加193百万円であります。収入の主な内訳は仕入債務の増加

243百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、9百万円（前年同四半期は、8百万円の支出）となりました。支出の主な内訳

は、定期的な設備の更新等で支出した有形固定資産の取得による支出4百万円、基幹システムの追加開発等で支出

した無形固定資産の取得よる支出3百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、151百万円（前年同四半期は、93百万円の獲得）となりました。支出の主な内

訳は、配当金の支払額57百万円、社債の償還による支出40百万円、長期借入金の返済による支出37百万円であり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年４月期の連結業績予想につきましては、平成28年６月10日に公表いたしました連結業績予想に変更ありま

せん。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、役員の退職慰労金の支払に充てるため、内規に基づく期末の要支給額を役員退職慰労引当金として計上

しておりますが、役員報酬制度の見直しの一環として、役員退職慰労金制度を廃止することとし、平成28年７月27

日開催の第75期定時株主総会において、当社取締役及び監査役に対して退任時に在任期間に応じた功労加算金を含

めた退職慰労金の打切り支給を行うことを決議いたしました。

なお、その具体的な金額、方法等は、取締役については取締役会に、監査役については監査役の協議にそれぞれ

一任することとなっております。

このため、同株主総会終結時までの在任期間に応じた要支給見積額を固定負債の「役員退職慰労引当金」に計上

しております。

（取締役等に対する株式給付信託（BBT）の導入）

当社は、当第２四半期連結会計期間より、当社取締役及び監査役（社外取締役及び社外監査役を含みます。以下、

「取締役等」といいます。）の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役（社外取締役を除

きます。）が中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めること並びに、社外取締役にあっては監

督、監査役にあっては監査を通じた中長期的な企業価値の向上に貢献する意識を高めることを目的として、取締役

等に対する新たな株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいま

す。）を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。

① 取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社取締

役会が定める役員株式給付規程（ただし、役員株式給付規程のうち、監査役に関する部分については、その制定

及び改廃につき、監査役の協議に基づく同意を得るものといたします。）に従って、当社株式及び当社株式を時価

で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が信託を通じて給付される株式報酬制度です。

なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時とします。

② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当第２四半期連結会計期間末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、17百万円、

36,200株であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,784,758 1,378,664

受取手形及び売掛金 2,522,667 2,760,452

電子記録債権 74,241 75,535

商品及び製品 1,054,030 1,252,377

仕掛品 2,886 3,598

原材料 156,047 138,925

差入保証金 - 80,000

その他 157,472 148,948

貸倒引当金 △14,568 △21,075

流動資産合計 5,737,536 5,817,427

固定資産

有形固定資産 1,524,174 1,487,758

無形固定資産 122,211 117,386

投資その他の資産

投資有価証券 163,505 167,097

保険積立金 101,507 99,180

その他 74,373 71,545

貸倒引当金 △13,307 △9,450

投資その他の資産合計 326,079 328,372

固定資産合計 1,972,464 1,933,518

資産合計 7,710,001 7,750,945

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,245,182 1,433,337

電子記録債務 233,922 261,245

短期借入金 13,700 13,700

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

1年内返済予定の長期借入金 75,000 75,000

未払金 45,860 32,284

未払法人税等 49,503 30,607

賞与引当金 56,300 70,700

その他 106,706 135,818

流動負債合計 1,906,175 2,132,693

固定負債

社債 155,000 115,000

長期借入金 187,500 150,000

退職給付に係る負債 177,499 157,363

役員退職慰労引当金 108,320 110,500

役員株式給付引当金 - 2,190

固定負債合計 628,319 535,053

負債合計 2,534,494 2,667,746
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 887,645 887,645

資本剰余金 1,094,103 1,094,103

利益剰余金 3,266,591 3,235,347

自己株式 △196,940 △214,014

株主資本合計 5,051,399 5,003,082

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,846 33,516

繰延ヘッジ損益 - 2,745

為替換算調整勘定 93,261 43,853

その他の包括利益累計額合計 124,107 80,116

純資産合計 5,175,506 5,083,199

負債純資産合計 7,710,001 7,750,945
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

売上高 4,602,139 4,322,564

売上原価 3,797,130 3,503,427

売上総利益 805,008 819,136

販売費及び一般管理費 863,805 783,463

営業利益又は営業損失（△） △58,797 35,672

営業外収益

受取利息 379 323

受取配当金 2,659 2,016

為替差益 - 1,232

受取賃貸料 120 -

保険解約返戻金 2,514 415

その他 1,151 1,478

営業外収益合計 6,824 5,465

営業外費用

支払利息 1,410 1,181

保険解約損 - 701

為替差損 697 -

その他 689 44

営業外費用合計 2,797 1,927

経常利益又は経常損失（△） △54,770 39,210

特別利益

固定資産売却益 8,247 -

投資有価証券売却益 75,912 -

特別利益合計 84,160 -

特別損失

固定資産売却損 34 -

固定資産除却損 31 -

減損損失 37 93

投資有価証券評価損 526 -

ゴルフ会員権評価損 - 452

特別損失合計 629 546

税金等調整前四半期純利益 28,760 38,664

法人税、住民税及び事業税 13,998 21,587

法人税等調整額 △1,791 △9,102

法人税等合計 12,206 12,484

四半期純利益 16,554 26,179

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,554 26,179
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

四半期純利益 16,554 26,179

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,445 2,670

繰延ヘッジ損益 - 2,745

為替換算調整勘定 22,305 △49,407

その他の包括利益合計 1,860 △43,990

四半期包括利益 18,414 △17,810

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,414 △17,810

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 28,760 38,664

減価償却費 38,777 42,833

のれん償却額 1,758 1,758

減損損失 37 93

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,213 4,563

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,756 14,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,710 2,180

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） - 2,190

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,691 △15,454

受取利息及び受取配当金 △3,038 △2,339

為替差損益（△は益） △714 1,944

支払利息 1,410 1,181

投資有価証券売却損益（△は益） △75,912 -

投資有価証券評価損益（△は益） 526 -

固定資産売却損益（△は益） △8,213 -

固定資産除却損 31 -

ゴルフ会員権評価損 - 452

売上債権の増減額（△は増加） △60,306 △282,737

たな卸資産の増減額（△は増加） △243,648 △193,471

仕入債務の増減額（△は減少） 103,748 243,982

未払消費税等の増減額（△は減少） △83,131 46,659

差入保証金の増減額（△は増加） - △80,000

その他 28,154 △11,710

小計 △276,190 △184,809

利息及び配当金の受取額 3,085 2,396

利息の支払額 △1,829 △1,204

法人税等の支払額 △29,015 △43,669

保険金の受取額 60 7,110

その他 1,650 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △302,239 △220,176

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 105,816 -

有形固定資産の取得による支出 △127,975 △4,347

有形固定資産の売却による収入 27,363 -

無形固定資産の取得による支出 △12,000 △3,942

保険積立金の積立による支出 △913 △787

保険積立金の解約による収入 - 2,828

その他 △448 △3,278

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,157 △9,528
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 -

長期借入金の返済による支出 - △37,500

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

自己株式の処分による収入 2,884 -

自己株式の取得による支出 △109,432 △17,073

配当金の支払額 △59,922 △57,237

財務活動によるキャッシュ・フロー 93,528 △151,810

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,715 △24,580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △208,152 △406,096

現金及び現金同等物の期首残高 1,770,516 1,424,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,562,363 1,018,552
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年５月１日 至 平成27年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,853,644 715,965 1,613,216 4,182,825 419,314 4,602,139 ― 4,602,139

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

594 ― 2,779 3,374 77,534 80,909 △80,909 ―

計 1,854,239 715,965 1,615,995 4,186,200 496,848 4,683,048 △80,909 4,602,139

セグメント利益
又は損失(△)

101,774 13,921 60,550 176,246 △20,244 156,002 △214,799 △58,797

(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△1,810千円、及び、報告セグメントに配分

していない一般管理費等の全社費用△212,988千円であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,904,457 647,250 1,484,560 4,036,268 286,295 4,322,564 ― 4,322,564

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

978 53 4,035 5,067 47,525 52,592 △52,592 ―

計 1,905,435 647,303 1,488,596 4,041,336 333,821 4,375,157 △52,592 4,322,564

セグメント利益
又は損失(△)

124,644 22,090 82,921 229,656 △19,266 210,389 △174,716 35,672

(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△1,771千円、及び、報告セグメントに配分

していない一般管理費等の全社費用△172,945千円であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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